
JT-T521

(ITU-T勧告T.62bisの規則に準拠した）

セッションサービスに基づくドキュメントバルク転送

のための通信アプリケーションプロファイルBT

Communication Application Profile BT.0 
for Document Bulk Transfer Based on the Session Service

第4版

1996年4月24日制定

社団法人

情報通信技術委員会

THE  TELECOMMUNICATION  TECHNOLOGY  COMMITTEE



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 － i － ＪＴ－Ｔ５２１ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関係 
 本標準は、（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.62 bis の規則に準拠した）セッションサービスに基づくドキュメントバル

ク転送のための通信アプリケーションプロファイルについて記述しており、１９９５年３月に開催されたＩ

ＴＵ－Ｔ ＳＧ８会合の決議１に基づき勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５２１に準拠したものである。 
 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

 な し 
 

2.2 ナショナルマター決定項目 

 な し 
  

2.3 その他 

  (l)  国際勧告に対する修正内容 

    本標準を審議するに当たり基本とした国際勧告において、その内容より判断して明らかに誤りと思

われる下記項目に関して、修正を行った。 
 

 本標準中の箇所 国際勧告中の表記 修正後（本標準で）の表記 

 付録２  1.1 トランスポートモード 透過モード 

 付録２  1.1.2.1 

第３パラグラフ 

S-CONTROL-GIVE 確認 

 

S-CONTROL-GIVE 応答 

 

 付録２  1.2.1 

 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙT.73 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙJT-T503 

 

３．改版の履歴 
 

 版  数 制    定    日 改 版 内 容 

 第１版 平成  元年  ４月２８日 制          定 

 第２版 

 

平成  ５年  ４月２７日 

 

  ITU-T 勧告 T.521 の改訂に伴う 

  規定の追加及び表現の適正化 

 第３版 

 

平成  ７年  ４月２７日 

 

  ITU-T 勧告 T.521 の改訂に伴う 

  規定の追加及び表現の適正化 

 第４版 

 

平成  ８年  ４月２４日 

 

  ITU-T 勧告 T.521 の改訂に伴う 

  ファイル転送の追加による改版 

 
４．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 
 

５．その他 
  (1) 参照している勧告、標準等 

   ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｔ.62、Ｔ.62bis、Ｔ.414、Ｔ.571、Ｘ.215、Ｘ.225 

   ＴＴＣ標準  ：JT-T431、JT-T432、JT-T433  
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１．概　要

1.1　本標準の目的

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４００シリーズはドキュメント転送及び操作のための開放型ドキュメントアーキテ

クチャ（ＯＤＡ）（Ｔ．４１０シリーズ）とＤＴＡＭサービスおよびプロトコル（ＪＴ－Ｔ４３０シリー

ズ）について定義している。Ｔ．４００シリーズを種々のテレマティックサービスに適用するためには、

ドキュメントアプリケーションプロファイルと通信アプリケーションプロファイルから成る各サービスの

ためのＤＴＡＭアプリケーションプロファイルを規定する必要がある。

　この要求に従い、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５００シリーズではドキュメントアプリケーションプロファイル

を定義し、同Ｔ．５２０シリーズでは通信アプリケーションプロファイルを定義する。

　本標準ＪＴ－Ｔ５２１はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５２０シリーズの一つであるＴ．５２１に準拠したもので

あり、ここで定義する通信アプリケーションプロファイルは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２ｂｉｓで定義する

規則に従うセッションサービスに基づくドキュメントバルク転送のためのものである。

1.2　本標準の規定範囲

　本標準は次の項目についてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２ｂｉｓで定義するセッションサービスを用いたドキ

ュメントバルク転送のための通信アプリケーションプロファイルを定義する。

　 (1) 　使用するＤＴＡＭ機能単位

　 (2) 　使用するＤＴＡＭサービスプリミティブとパラメータ

　 (3) 　Ｔ．６２ｂｉｓの規則に従う低位レイヤＸ．２１５セッションサービスのマッピング

２．参照勧告等

　本標準で定義する通信プロファイルを実行するためには以下の文書を参照する必要がある。

　 (1) 　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３１：「ドキュメント転送および操作（ＤＴＡＭ）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　サービスおよびプロトコル；概要および一般原則」

　 (2) 　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２：「ドキュメント転送および操作（ＤＴＡＭ）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　サービスおよびプロトコル；サービス定義」

　 (3) 　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３：「ドキュメント転送及び操作（ＤＴＡＭ）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　サービスおよびプロトコル；プロトコル仕様」

　 (4) 　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２　：「テレテックスとグループ４ファクシミリサービスの共通手順」

　 (5) 　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２bis：「勧告Ｘ．２１５／２２５に準拠したテレマティック制御手順」

　 (6) 　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１５：「ＩＴＵ－Ｔ　アプリケーションの開放型システム相互接続のため

　　　　　　　　　　　　　　　　　のセッションサービス定義」

３．定　義

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４００シリーズと同勧告Ｔ．６２bis の定義を本標準にも適用する。
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４．略語と規約

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４００シリーズと同勧告Ｔ．６２ｂｉｓの略語と規約を本標準にも適用する。

　ただし、ＤＴＡＭサービスプリミティブに対し、各々のパラメータの存在を示す以下の略語については

再掲する。

　　　　　空　白 適用しない

　　　　　　Ｍ 必　須

　　　　　　Ｕ ユーザオプション

　　　　　　Ｃ 以前にプリミティブの他のパラメータのネゴシエーションが成功したという条件で存

在する。

さらに、記号（＝）はパラメータ値が表中の左の値に等しいことを意味する。

５．通信アプリケーションプロファイルＢＴ０の定義

5.1　ＢＴ０の概要

　本標準ではＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３１に従って機能単位と通信サポート機能を定義する。

　ＢＴ０は、（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３０シリーズにより定義されたセッションサービスにマッピングす

る）透過モードにおけるドキュメントバルク転送を使用する。

5.2　ＤＴＡＭ機能単位

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義する以下の機能単位をＢＴ０に使用する。

　 (a) 　アソシエーションユース制御（Kernel)

　 (b) 　能　力

　 (c) 　ドキュメントバルク転送

　 (d) 　トークン制御

（注１）能力機能単位はこのプロファイルでサポートされなければならない。しかしあらゆるドキュメン

ト転送（Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ）に先立ってこのサービスを使用することは要求されない。

5.3　ＤＴＡＭサービスプリミティブと下位レイヤマッピング

5.3.1　ＤＴＡＭサービスプリミティブとパラメータ

　一般ＤＴＡＭサービス定義とパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義する。本節ではＢＴ０のた

めのＤＴＡＭサービスパラメータを規定する。

5.3.1.1　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスパラメータ

　本サービスの以下のパラメータを使用する。

　 (a) 　透過モード

　 (b) 　テレマティック要求条件

　 (c) 　アプリケーション機能

　 (d) 　結　果

表５－１／ＪＴ－Ｔ５２１にＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求サービスパラメータを掲載する。



－ 3 － ＪＴ－Ｔ５２１

　 (1) 　透過モード

　　　　本パラメータは、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求サービスプリミティブで規定されるべきである。

　 (2) 　テレマティック要求条件

　　　　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で規定する以下の機能単位が必須機能単位としてＢＴ０で使用される。

　　 (a) 　アソシエーションユース制御（Kernel)

　　 (b) 　能　力

　　 (c) 　ドキュメントバルク転送

　　 (d) 　トークン制御

　 (3) 　アプリケーション機能

　　　　このアプリケーション機能パラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義され、また、以下の

サブパラメータが使用される。

　　 (a) 　ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　　　　このパラメータ値が、使用されるドキュメントアプリケーションプロファイルを示す。その値

は、各テレマティックサービスのための端末特性を定義している勧告により規定される。

　　 (b) 　ドキュメントアーキテクチャクラス

　　　　　このパラメータ値が、アソシエーション全体で使用されるドキュメントアーキテクチャクラス

を示す。このパラメータの取り得る値は、各テレマティックサービスのための端末特性を定義し

ている勧告で規定される。

　 (4) 　結　果

　　　　この領域はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義する値をとることができる。

表５－１／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスパラメータ

　　　　　　　　　　 (ITU-T T.521)

D-INITIATE

要求

D-INITIATE

指示

D-INITIATE

応答

D-INITIATE

確認

　　透過モード Ｍ

　テレマティック要求 Ｍ Ｍ（＝） Ｃ* Ｃ（＝）

　　ODA ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ機能 Ｍ Ｍ（＝） Ｃ* Ｃ（＝）

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱｰｷﾃｸﾁｬｸﾗｽ

Ｍ

Ｍ

Ｍ（＝）

Ｍ（＝）

Ｃ*

Ｃ*

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

　結    果 Ｍ Ｍ（＝）

＊このパラメータは、応答側が提案された要求に“受理”結果パラメータを返す場合には必須である。

5.3.1.2　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ　サービスパラメータ

　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスはＢＴ０に対しては、パラメータを持たない。イニシエータだけがＤ

－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスを発行できる。さらに、イニシエータはデータトークンを持つときのみ、

Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスを発行できる。
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5.3.1.3　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ　サービスパラメータ

本サービスはパラメータを持たない。

5.3.1.4　Ｄ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ　サービスパラメータ

　本サービスはパラメータを持たない。

5.3.1.5　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ　サービスパラメータ

　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹサービスは、以下のパラメータからなるサブパラメータ“ＯＤＡアプリケー

ション機能”を持つ。

　－ドキュメントアプリケーションプロファイル

　－ドキュメントアーキテクチャクラス

　－非基本ドキュメント特性

　－付加ドキュメント特性

　表５－２／ＪＴ－Ｔ５２１にＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹサービスパラメータを示す。

表５－２／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹサービスパラメータ

　　　　　　　　　 (ITU-T T.521)

D-CAPABILITY

要求

D-CAPABILITY

指示

D-CAPABILITY

応答

D-CAPABILITY

確認

　　ODA ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ機能

ドキュメント

アプリケーション

プロファイル

ドキュメント

アーキテクチャ

クラス

非基本

ドキュメント特性

付加

ドキュメント特性

ファイル転送能力

私用能力

Ｍ

Ｍ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｍ（＝）

Ｍ（＝）

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

Ｍ

Ｍ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｍ（＝）

Ｍ（＝）

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

Ｃ（＝）

　 (1) 　アプリケーション機能

　　　　5.3.1.1 参照。

　　　　ＯＤＡアプリケーション機能

　　 (a) 　ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　　　　5.3.1.1 参照。
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　　 (b) 　ドキュメントアーキテクチャクラス

　　　　　5.3.1.1 参照。

　　 (c) 　非基本ドキュメント特性

　　　　　このパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義する“非基本ドキュメント特性”である。

　　 (d) 　付加ドキュメント特性

　　　　　このパラメータはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１４で定義する“付加ドキュメント特性”である。

　　 (e) 　ファイル転送能力

　　　　　このパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－４３２で定義する“ファイル転送能力”である。

　　 (f) 　私用能力

　　　　　このパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－４３２で定義する“私用能力”である。

5.3.1.6　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ　サービスパラメータ

　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ　サービスは以下のパラメータを持つ。

　 (1)　 ドキュメント情報

　　　　このパラメータは文書を表現する交換データ要素からなる。ドキュメントプロファイルからの“ド

キュメント特性”は、Ｓ－ＡＣＴ－ＳＴＡＲＴサービスで転送する。

（注）ドキュメント情報はノーマルドキュメントタイプで転送する。

　　　　ドキュメントプロファイル記述子を除く全ての交換データ要素は、Ｓ－ＤＡＴＡサービスで転送

する。ドキュメントプロファイルは、Ｓ－ＡＣＴ－ＳＴＡＲＴサービスで転送する“ドキュメント

特性”に基づき、受信ＤＴＡＭ－ＰＭが再構築する。

　 (2)　 ドキュメント情報タイプ

　　　　要求プリミティブにおいて、このパラメータは、“先頭からのドキュメント転送”を示す。（Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２参照。）

　　　　指示、及び確認プリミティブにおいては、“転送完了”または“転送不成功”のどちらかを示す。

 　(3) 　ドキュメント参照情報

　　　　このパラメータの値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２の定義に従い、ＤＴＡＭユーザが用意するべ

きである。

 　(4) 　結　果

　　　　このパラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２の定義に従い、“ドキュメント情報転送”あるい

は、“ドキュメント情報転送未完了”のいずれかの値をとる。

（注）パラメータ値“ドキュメント情報継続不許可”は継続検討とする。

 　(5) 　チェックポイント値

　　　　このパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２での定義に従って使用する。セグメント毎のＩＤＥ

番号は、整数の２である。

　　　　ただし、ドキュメントプロファイル記述子、ドキュメントレイアウトルールは、数に含めない。

（図７－１／ＪＴ－Ｔ５２１参照）

　　　　ファイル転送機能の場合は、このパラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義される。（図

７－２／ＪＴ－Ｔ５２１参照）
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ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９で定義する転送構文符号化規則に対し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５０３で定義す

るドキュメントアプリケーションプロファイルの交換においては、以下の制限がある。

　　３オクテットより長いレングスフィールドは使用すべきではない。３オクテットのレングスフィール

ドで６５，５３５までの長さを表現できる。６５，５３５を超えるレングスを持つデータ要素は、不

定形の長さフィールドとすベきである。

　表５－３／ＪＴ－Ｔ５２１にＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスパラメータを示す。

表５－３／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ　サービスパラメータ

　　　　　　　　　　 (ITU-T T.521)

パラメータ D-TRANSFER

要求

D-TRANSFER

指示

D-TRANSFER

確認

ドキュメント情報

ドキュメント情報タイプ

ドキュメント参照情報

結  果

チェックポイント値

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

    Ｍ（＝）

    Ｍ

    Ｍ（＝）

    Ｍ

    Ｍ（＝）

        Ｍ

5.3.1.7　Ｄ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ　サービスパラメータ

　Ｄ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥサービスは全ての有効なトークンを放棄する。パラメータは持たない。

5.3.1.8　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ　サービスパラメータ

　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥサービスはデータトークンの要求に使用する。パラメータは持たない。

5.3.2　セッションサービスの使用とパラメータのマッピング

5.3.2.1　ＤＴＡＭプロトコルのＸ．２１５セッションサービスへのマッピング

このマッピング規則は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３の 7.2 において定義される。

（注１）Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認は、Ｓ－ＡＣＴ　ＥＮＤ確認やＳ－ＡＣＴ　ＩＮＴ確認やＳ－ＡＣＴ

ＤＣＡＤ確認を受信することにより暗黙のうちに通知される。

5.3.2.2　ＤＴＡＭパラメータのセッションサービスパラメータへのマッピング

　表５－４～９／ＪＴ－Ｔ５２１は、ＤＴＡＭサービスパラメータと基本及び付加セッションサービスパ

ラメータとのマッピング規則を示している。

　パラメータのカテゴリは、次のように定義される：

　　１：パラメータは、ＤＴＡＭユーザによって作成される；

　　２：パラメータは、ＤＴＡＭ提供者によって作成される；

　　３：パラメータは、ＤＴＡＭユーザおよびＤＴＡＭ提供者以外の手段で提供される。

　付属資料Ａ／ＪＴ－Ｔ５２１は、ＢＴ０に対するプロトコルシーケンスの例を示している。
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表５－４／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ

　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.521)

ＤＴＡＭｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 基本及び付加ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｾｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ内の存在 ｶﾃｺﾞﾘ

　テレマティック要求 セッション要求 ｍ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ指定可能） １

　ＯＤＡｱプﾘｹｰｼｮﾝ機能     ｍ

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧ

ｲﾙ

セッションユーザデータ     ｍ １

ドｷｭﾒﾝﾄｱｰｷﾃｸﾁｬｸﾗｽ     ｍ

セッション参照     ｍ

　な  し ウインドウサイズ     ｍ ２

サービス識別子     ｍ

無通信監視タイマ     ｎｍ

　な  し 私  用     ｎｍ ３

非標準機能     ｎｍ

表５－５／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ

　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T T.521)

ＤＴＡＭｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 基本及び付加ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｾｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ内の存在 ｶﾃｺﾞﾘ

　な  し セッション終了ﾊﾟﾗﾒｰﾀ     ｎｍ   ３

表５－６／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ

　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.521)

ＤＴＡＭｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 基本及び付加ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｾｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ内の存在 ｶﾃｺﾞﾘ

な  し セッション終了ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（トランスポート切断）

    ｍ   ３
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表５－７／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ

　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.521)

ＤＴＡＭｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 基本及び付加ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｾｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ内の存在 ｶﾃｺﾞﾘ

　ＯＤＡｱプﾘｹｰｼｮﾝ機能     ｍ

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧ

ｲﾙ

    ｍ

ドｷｭﾒﾝﾄｱｰｷﾃｸﾁｬｸﾗｽ セッションユーザデータ     ｍ １

非基本ドｷｭﾒﾝﾄ特性     ｎｍ

付加ドｷｭﾒﾝﾄ特性     ｎｍ

ファイル転送能力     ｎｍ

私用能力     ｎｍ

　な  し 無通信監視タイマ     ｎｍ   ２

メモリ容量     ｎｍ

　な  し 私  用  （注）     ｎｍ ３

非標準機能     ｎｍ

（注）ファイル転送の場合、このパラメータの使用は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５７１の規定に従う。グルー

プ４ファクシミリでの使用は、継続検討とする。

表５－８／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ

　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.521)

ＤＴＡＭｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 基本及び付加ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｾｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ内の存在 ｶﾃｺﾞﾘ

ドキュメント情報 セッションユーザデータ 注 １

ドキュメント参照情報 ドキュメント参照番号 注 １

（注）シングルセッションプリミティブへのＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲプリミティブのダイレクトマッピング

は存在しない。

表５－９／ＪＴ－Ｔ５２１　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.521)

ＤＴＡＭｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 基本及び付加ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｾｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ内の存在 ｶﾃｺﾞﾘ

な  し トークン     ｍ   ２

６．ドキュメント交換データ構造

　ドキュメント交換形式は、関連するドキュメントアプリケーションプロファイルを規定する勧告に、従

って定義される。
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７．ドキュメント転送

7.1　同　期

　ドキュメント情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３の 7.3.5 節に従って、セグメントに分割されており、各

セグメントはページ記述子と関連内容部分を含んでいる。小同期点は各セグメントと対応している。

　　　　　これらの IDE はカウントされない

ﾁｪｯｸポｲﾝﾄ値

(5.3.1.6 を参照)

    

図７－１／ＪＴ－Ｔ５２１

(ITU-T T.521)

セグメント化メカニズムのアプリケーション１

（図６－１／ＪＴ－Ｔ４３３を参照）

ﾁｪｯｸポｲﾝﾄ値＝ｎ

(5.3.1.6 を参照)

図７－２／ＪＴ－Ｔ５２１

(ITU-T T.521)

セグメント化メカニズムのアプリケーション２

（図６－１／ＪＴ－Ｔ４３３を参照）

S-DATA
要求

S-DATA
要求

(1)

IDE

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ 2ｾｸﾞﾒﾝﾄ 1

S-ACT-END
要求

S-MINOR-
SYNC 要求

S-MINOR-
SYNC 要求

S-ACT-START 要求

S-DATA
要求

S-DATA
要求

(2)

IDE

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ
ﾙｰﾄ

(1)

IDE

ページ

(2)

IDE

ｺﾝﾃﾝﾄ

(1)

IDE

ページ

………

(2)

………

……

IDE

ｺﾝﾃﾝﾄ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ｎ

(1)

IDE

ページ

(2)

IDE

ｺﾝﾃﾝﾄ

1024*n1024*n

S-MINOR-
SYNC 要求

S-MINOR-
SYNC 要求

………

………

………

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ
特性

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
ﾃﾞｰﾀ

0<data size<=1024*n
S-ACT-END 要求

S-DATA
要求

S-DATA
要求

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
ﾃﾞｰﾀ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
ﾃﾞｰﾀ

S-DATA
要求

S-DATA
要求

S-DATA
要求

S-DATA
要求

S-ACT-START 要求

S-DATA
要求

S-DATA
要求
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7.2　ドキュメントリカバリ

　継続検討。
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付録１

　この付録は、以下の手順について説明する。

　１．ノーマル手順

　２．トークン制御手順

　３．アボート手順

　４．例外報告手順
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１．ノーマル手順

DTAM DTAM ｾｯｼｮﾝ ｾｯｼｮﾝ DTAM DTAM

ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

      D-INIT-req.

                        S-CON-req.

                                                           S-CON-ind.

                                                                             D-INIT-ind.

                                                           S-CON-resp.    D-INIT-resp.

                        S-CON-conf.

     D-INIT-conf.

   D-CAPABILITY

               -req.  S-CAPAB-DATA

                                 -req.                   S-CAPAB-DATA

                                                                    -ind.  D-CAPABILITY

                                                                                     -ind.

                                                        S-CAPAB-DATA

                     S-CAPAB-DATA                     -resp.

   D-CAPABILITY               -conf.                                      D-CAPABILITY

              -conf.                                                                  -resp.

   D-TRANSFER-req.

                     S-ACT-START-req.
                     S-DATA-req.         セッション     S-ACT-START-ind.

                     S-SYNC-MIN        サービス       S-DATA-ind.

                                -req.     提供者         S-SYNC-MIN

                                                                  -ind.

                                                        S-SYNC-MIN-resp.

                     S-SYNC-MIN-conf.

                     S-DATE-req.

                     S-ACT-END-req.                     S-DATA-ind.

                                                        S-ACT-END-ind.

                                                                          D-TRANSFER-ind.

                                                        S-ACT-END-resp.

                     S-ACT-END-conf.

   D-TRANSFER-conf.

   D-TERMINATE-req.

                         S-REL-req.

                                                           S-REL-ind.

                                                                         D-TERMINATE-ind.

                                                           S-REL-resp.

   D-TERMINATE        S-REL-conf.                                        D-TERMINATE

              -conf.                                                                  -resp.

付図　１－１／ＪＴ－Ｔ５２１

　　　　　　　　               　　　　　 (ITU-T T.521)
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２．トークン制御手順

DTAM DTAM ｾｯｼｮﾝ ｾｯｼｮﾝ DTAM DTAM

ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

                                                                          D-TOKEN-PLS-req.

                                                        S-TOKEN-PLS-req.

                     S-TOKEN-PLS-ind.
   D-TOKEN-PLS-ind.                     セッション

                                        サービス

   D-CONTROL-GIVE               ☆    提供者

               -req.  S-CTRL-GIVE-req.

                                                        S-CTRL-GIVE-ind.  D-CONTROL-GIVE

                                                                                      -ind.

　☆　本サービスはサービスレベルで承認されていないが、プロトコルレベルで承認されている。

　　　（ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｘ．２２５、７．１８．９節参照）

付図　１－２／ＪＴ－Ｔ５２１

(ITU-T T.521)

３．アボート手順

DTAM DTAM ｾｯｼｮﾝ ｾｯｼｮﾝ DTAM DTAM

ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

    D-U-ABORT-req.              ☆

                      S-U-ABT-req.        セッション

                                          サービス        S-U-ABT-ind.

                                          提供者                          D-U-ABORT-ind.

                                           

　☆　本サービスはサービスレベルで承認されていないが、プロトコルレベルで承認されている。

　　　（ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｘ．２２５、７．９．３節参照）

付図　１－３／ＪＴ－Ｔ５２１

(ITU-T T.521)

DTAM DTAM ｾｯｼｮﾝ ｾｯｼｮﾝ DTAM DTAM

ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

                                          例えば

                                          T-DISC-ind.

                                                          S-P-ABT-ind.

                                                                            D-P-ABORT-ind.
                                         セッション

                      S-P-ABT-ind.        サービス

    D-P-ABORT-ind.                       提供者

付図　１－４／ＪＴ－Ｔ５２１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.521)
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４．例外報告手順

DTAM DTAM ｾｯｼｮﾝ ｾｯｼｮﾝ DTAM DTAM

ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

                                              ☆

                     S-P-EXPT-ind.                       S-P-EXPT-ind.

                                       
                     S-ACT DCAD/INT    セョション

                                 -req.    サービス  　   S-ACT DCAD/INT

                                         提供者                     -req.  D-TRANSFER-ind.

                                                        S-ACT DCAD/INT

                     S-ACT DCAD/INT                     -resp.

   D-TRANSFER-conf.  -conf.

    

セッションエラー検出

付図　１－５／ＪＴ－Ｔ５２１

                                          (ITU-T T.521)

DTAM DTAM ｾｯｼｮﾝ ｾｯｼｮﾝ DTAM DTAM

ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

                                                        S-U-EXPT-req.     ☆ｴﾗｰ

                     S-U-EXPT-ind.
                                      セッション

                     S-ACT-DCAD/INT サービス

                                 -req. 提供者        S-ACT DCAD/INT

                                                                     -ind.  D-TRANSFER-ind.

                                                        S-ACT DCAD/INT

                     S-ACT DCAD/INT                     -resp.

   D-TRANSFER-conf.   -conf.

ＤＴＡＭ　ＰＭ（シンク）エラー検出

付図　１－６／ＪＴ－Ｔ５２１

(ITU-T T.521)

DTAM DTAM Session Session DTAM DTAM
ﾕｰｻﾞ PM PM PM PM ﾕｰｻﾞ

             ☆ｴﾗｰ   S-ACT DCAD/INT

                                 -req.                    S-ACT DCAD/INT
                                         セッション                 -ind.   D-TRANSFER-ind.

                                         サービス       S-ACT DCAD/INT

                                         提供者          -resp.

                     S-ACT DCAD/INT

   D-TRANSFER-conf.  -conf.

ＤＴＡＭ　ＰＭ（ソース）エラー検出

付図　１－７／ＪＴ－Ｔ５２１

(ITU-T T.521)

無効 data
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付録２

（ＪＴ－Ｔ５２１に対する）

ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｔ．６２へのＤＴＡＭマッピングガイダンス

はじめに

　本付録は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２をＤＴＡＭに基づくグループ４ファクシミリアプリケーションにマ

ッピングするガイドラインをインプリメンタに提供する。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５２１の本文は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２ｂｉｓと共にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１５

／Ｘ．２２５に記述されたセッションサービスに対するＤＴＡＭの基本マッピングを定義している。

　ＤＴＡＭをＴ．６２制御手順にマッピングするために、さらに明確化と解説が必要である。

　明確化と解説は、２つの部分から考えられる。

　パート１はセッションサービスマッピングに対しＤＴＡＭを考え、パート２はＴ．６２のコマンドとレ

スポンスを使用する見地からＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２に対するＤＴＡＭのマッピングを記述する。

　次の図は本付録の概要を表している。

                               ＦＡＸ  Ｇ４－アプリケーション

                                           ＤＴＡＭ

                                         ＪＴ－Ｔ５２１

                                 付録２

                             Ｔ．６２                  Ｔ．６２ｂｉｓ

                                                   Ｘ．２１５／Ｘ．２２５

付図　２－１／ＪＴ－Ｔ５２１

（ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｔ．５２１）

１．ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２上でＤＴＡＭを使用する際に考慮されるべき項目

１．１　セッションサービスへのＤＴＡＭマッピング

　セッションサービスへのＤＴＡＭマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２およびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ

４３３内で“透過モード”として記述される。

　詳細なセッションサービスパラメータのマッピングは本文で定義される。

　２つのケースを除いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２に対するＤＴＡＭのマッピングとＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．

２１５／Ｘ．２２５（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２ｂｉｓに従う）に対するＤＴＡＭのマッピングは同等であ

る。

　２つの例外とは、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴとＳ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥサービスである。両サービスは、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２において確定したサービスであるが、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１５においては定義

されたサービスではない。セッションサービスプリミティブは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１５に従うセッシ

ョンサービスと整合している。
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　ＤＴＡＭとＴ．６２インタフェースで的確なマッピングを保証するため、“アダプションマネジメント

ファンクション（ＡＭＦ）”が導入される。

１．１．１　Ｕ－ＡＢＯＲＴサービス

　考えられる状態は下記のとおりである。

　　　   ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１５　　　　　              ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２

  S-U-ABORT                                    S-U-ABORT

                             S-U-ABORT                                     S-U-ABORT

  request                                         request

                ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ   indication                          ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ     indication

                提供者                                         提供者       S-U-ABORT

                                                S-U-ABORT

                                                                             response

                                                confirm

　ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ確認プリミティブを識別せず、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ応答プリミ

ティブの発行もしない。それゆえに“アダプションマネジメントファンクション（ＡＭＦ）”はマッピン

グに対して責任がある。

１．１．１．１　マッピング規則

　ＤＴＡＭ－ＰＭからのＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求は、ＡＭＦを通してＴ．６２－ＰＭへ透過的に渡される。

　Ｔ．６２－ＰＭで生成されるＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示はＡＭＦを通してＤＴＡＭ－ＰＭへ透過的に渡さ

れる。

　Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ応答はＤＴＡＭ－ＰＭで生成されない。それゆえに、ＡＭＦは適切な状況（すなわ

ち、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示の受信後）においてＴ．６２－ＰＭへのＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ応答プリミティ

ブを生成する。

　Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ確認はＤＴＡＭ－ＰＭで識別できない。それゆえに、ＡＭＦはＴ．６２－ＰＭで生

成されるＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ確認プリミティブを無視する。（すなわち、ＡＢＯＲＴ　ＡＣＣＥＰＴ（Ｒ

ＳＡＰ）ＳＰＵＤの受信後）
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１．１．２　Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥサービス

　考えられる状態は下記のとおりである。

　　　   ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１５　　　　　              ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２

  S-CONTROL                                   S-CONTROL

        -GIVE                S-CONTROL              -GIVE                 S-CONTROL

                                   -GIVE                                          -GIVE

  request                                         request

                ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ    indication                          ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ     indication

                提供者                                          提供者      S-CONTROL

                                                S-CONTROL                  -GIVE

                                                      -GIVE

                                                                             response

                                          confirm

　ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ確認プリミティブを識別せず、Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ

－ＧＩＶＥ応答プリミティブの発行もしない。それゆえに、“アダプションマネジメントファンクション

（ＡＭＦ）”はマッピングに対して責任がある。

１．１．２．１　マッピング規則

　ＤＴＡＭ－ＰＭからのＳ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求は、ＡＭＦを通してＴ．６２－ＰＭへ透過的

に渡される。

　Ｔ．６２－ＰＭで生成されるＳ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示はＡＭＦを通してＤＴＡＭ－ＰＭへ透

過的に渡される。

　Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ応答はＤＴＡＭ－ＰＭで生成されない。それゆえに、ＡＭＦは適切な状

況（すなわち、Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示の受信後）においてＴ．６２－ＰＭに対するＳ－ＣＯ

ＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ応答プリミティブを無視する。

　Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ確認はＤＴＡＭ－ＰＭで識別できない。それゆえに、ＡＭＦはＴ．６２

－ＰＭで生成されるＳ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ確認プリミティブを無視する。（すなわち、ＧＩＶＥ

ＴＯＫＥＮ　ＡＣＫ（ＲＳＣＣＰ）ＳＰＵＤの受信後）

１．２　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２コマンドとレスポンスの使用

　本付録のこの部分では、以下の観点からＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２のセッションコマンドとレスポンスと

の関係を示す。

　－アプリケーションに依存する情報が運ばれるセッションパラメータ。

　－アプリケーションに関連する情報であるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３。

　－多機能装置（たとえば、テレテックスやＧ４ファクシミリ）に関するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６２の使用。

　－重要な通信フェーズ。

１．２．１　セッションの確立（ＣＳＳ／ＲＳＳＰ）

　ＣＳＳ／ＲＳＳＰにおいて、セッションユーザデータ（ＳＵＤ）パラメータ内のアプリケーション機能
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は、コマンド／レスポンスの送信側の受信能力として有効なドキュメントアーキテクチァクラスとドキュ

メントアプリケーションプロファイルＪＴ－Ｔ５０３を示す。

１．２．２　機能のネゴシエーション（ＣＤＣＬ／ＲＤＣＬＰ）

　ＣＤＣＬにおいて、ＳＵＤ内で示されるアプリケーション機能は、ドキュメントアーキテクチャクラス

とドキュメントアプリケーションプロファイルＪＴ－Ｔ５０３に加え、コマンド送信側が受信側に要求す

る非基本ドキュメント特性および／または非基本構造特性のようなオプショナルな受信機能のリストが含

まれる。

　ＲＤＣＬＰでは、有効なオプショナルアプリケーション機能が示される。

テレテックスやＧ４ファクシミリをサポートできる多機能端末では以下のようになる。

　－ＳＵＤのＰＧＩではなく非ベーシックテレテックス機能ＰＧＩを使用し、ベーシックテレテックスド

キュメント転送のオプションをネゴシエートする。

　－１回のＣＤＣＬ／ＲＤＣＬＰ（ＣＳＳ／ＲＳＳＰ）の交換においてＳＵＤのＰＧＩと非ベーシックテ

レテックス機能ＰＧＩを同時に使用しない。

１．２．３　ドキュメント転送（ＣＤＳ／ＣＤＣ）

　ＣＤＳ／ＣＤＣにおいて、ＳＵＤ内で示されるアプリケーション機能は、ドキュメントで要求されるア

プリケーション機能を含む。

　テレテックスやＧ４ファクシミリをサポートできる多機能端末では以下のようにＣＤＳ／ＣＤＣコマン

ドを使用する。

　－Ｇ４ファクシミリのドキュメントが送信される時、ＳＵＤのパラメータは常にＣＤＳ／ＣＤＣに含ま

れる。

　－ベーシックテレテックスドキュメントが送信される時、ＳＵＤはＣＤＳ／ＣＤＣに存在しない。

　ＣＳＳ／ＲＳＳＰ、ＣＤＣＬ／ＲＤＣＬＰのＳＵＤで運ばれるアプリケーション機能属性のコーディン

グは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３のセクション８．２に明記され、ＣＤＳ／ＣＤＣのＳＵＤはＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｔ４３３の図７－１／ＪＴ－Ｔ４３３で定義されている。
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付録３　用語対照表

（ＪＴ－Ｔ５２１に対する）

用  語 対  訳

implementor

provider

transparent mode

インプリメンタ

提供者

透過モード




	　　



